
検査・治療の最前線に立つ医師と懇談し
ました。（県医師会）【６月 11 日】

新型コロナ対策が一歩前進
県民の声と共産党の提案で

予算化した主な対策

ジェンダーの視点からも懇談をしました。
産婦人科医との懇談【５月 21 日】

6 月県議会で全会一致で可決・成立したコロナ対策関連の補正予算（１６２億２８００万円）と
追加補正（１８９７億４８００万円）に日本共産党が要望していたものが反映されました。

PCR 検査体制
休   業   補   償
医療機関支援

休業要請によって経営危機にある中小企業支援が増額されました。

ＰＣＲ検査体制の拡充
「熱があるのにＰＣＲ検査が受けられない」などの声が続出。検査センターの
増設がすすみました。

◆ドライブスルー方式も含めＰＣＲ検査センターを１0か所整備
◆ＰＣＲ検査を希望する妊婦への補助（基準額２万円）

医療機関・医療者への支援

◆感染患者受け入れのための病床確保（空床分）への補助
◆入院を受け入れる医療機関に、患者一人あたり５０万円を交付
◆医療機関向け防護服・消毒液の確保と配布、医療施設内消毒用
　に補助
◆新型コロナ感染症に関わる医療従事者、介護・障害者施設等の
　職員へ「慰労金」を支給（１人２０万円または５万円）

大幅な収入減や感染リスクのなかで、千葉県の医療を支える病院や従事者へ
の支援が盛り込まれました。

休業補償の増額

◆中小企業再建支援金の 10 万円上乗せ（最大 40 万円）

医師会、保健所、産婦人科医
中小企業家など懇談しました

松戸健康福祉センター（保健所）で
お話を伺いました【６月８日】

中小企業の厳しい経営状況を伺いました。
（中小企業家同友会）【５月 19 日】
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検査・医療体制の
抜本的強化を求めました

緊急事態宣言解除後も感染が増えつづける中、「第２波」への対応が
必要です。日本共産党は、経済・社会活動の再開と感染拡大の抑止を
両立させるため「検査と医療体制の抜本的強化」を要求しています。

●ＰＣＲ検査対象は、強い症状の人に限定せず、無症状者を含む濃厚
　接触者全員、医療、介護、障害者支援者なども積極的に検査する。
●コロナ患者受け入れ有無にかかわらず、病院等への支援を拡げる。
●感染症対策に取り組む県職員を増やし、保健所体制を強化する。
●中小企業再建支援金（最大 40 万円）を速やかに支給する。 加
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持続化給付金委託費 山分け疑惑

木 更 津

生徒の人権が守られる教育的指導に
県立高校　教師が黒染スプレーかける

加藤英雄
  議　員

ある県立高校の新 1年生が「頭髪指導」と称して
教師から黒髪スプレーをかけられました。
この生徒は、自宅で 2回黒染めするなど、学校の
指導に従っていたにも関わらず、登校時に別室で
複数の教師の前でスプレーを使用されました。
加藤県議は「生徒の気持ちをどう受け止めている
のか」「人権を尊重した指導にすべき」と厳しく
指摘しました。
県教委は「学校の判断で適正に実施している」な
どとのべ、改めようとしません。

県自身の検証と必要な情報公開を

みわ由美
  議　員

市原市　乳児衰弱死事件

健康福祉常任委員会

今年 1月に市原市でおきた乳児衰弱死の問題は、
多くの人に衝撃を与えています。県は「市の第三
者委員会の検証に協力」と、市まかせの姿勢です。
みわ県議は「県の責任逃れは許されない」と追及
し、県は「内部の振り返り等はしていきたい」と
答えざるを得ませんでした。
個人情報保護を理由にして、情報を公開しないこ
とに、みわ県議は「虐待防止に必要な情報は公表
を」と迫り、県は「個人情報の保護に十分配慮し、
対応（公開）する」と、答えました。

疑惑解明求める意見書案を自民党・公明党が反対し否決
新型コロナウイルスの影響で、売上げが大幅減少した
中小・個人事業主に支給される持続化給付金の事務委
託疑惑の徹底的な究明を求める意見書を日本共産党と
市民ネットが共同提案しました。同意見書には、立憲
民主党、千葉民主の会、社民党などが賛成。しかし、
自民党と公明党などが反対して、否決しました。

6 月議会に提出された主な意見書
　　　〇賛成　×反対

検察庁法改定案の検察幹部勤務
延長に関する特例の撤回を求める
意見書

木更津駐屯地でのオスプレイ定期
整備強化に反対する意見書

民意を踏みにじる沖縄米軍新基地
建設の中止を求める意見書

新型コロナウイルス感染症の影響
で減収となった全ての医療機関へ
の補償を求める意見書

持続化給付金委託費疑惑の徹底
解明を求める意見書

農業者の種苗自家増殖を一律禁止
する種苗法改定の断念を求める意
見書

教員 10万人増などの教育条件の
抜本的整備を求める意見書

陸上自衛隊オスプレイの「暫定」配備が強行されました。
住民が「オスプレイ来るな」と声を上げる中、7月１０
日に 1機目。16日に 2機目が木更津に飛来しました。
同機は、習志野など県内をはじめ首都圏各地での飛行・
訓練も想定されており、住民は、騒音や事故の危険など
にさらされます。
しかも、同駐屯地での米軍オスプレイの定期整備能力を
増強し、米海兵隊機に
加え米海軍機も整備す
る計画です。
まさに木更津は、日米
オスプレイの一大拠点
に狙われています。

陸上自衛隊機の配備強行
米軍機定期整備能力増強

オスプレイの拠点化はやめて

オスプレイ配備強行に抗議の声
（７月１０日木更津）


